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先汎の奥知と努力に厩謝し
21哲紀仁向けτ……

うるおいと生きが

りにのあるまちつく
10月12日文化交流センターて行われた「日向市制施行40周年記念式典」
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富高小学校6年の福田健．．L君

と白坂ゆきさんが． 墲ｽした
ちの日向市　を発表して開≦で

富島中学校3年・の山4」章君と

三樹玲fF．さんが、　市民憲章を．

朗読し圭した
濠坊市から、市制施行4け周年と友なチ都市締結5周年
を．祝って水墨画が贈られよした，

　
本
市
は
、
昭
和
．
．
卜
六
年
四
月

．
日
市
制
を
施
行
し
て
以
来
、
眉

和
．
∴
卜
圧
年
　
月
に
は
新
一
一
都

市
の
指
定
を
受
け
、
宮
崎
県
に
お

け
る
産
業
開
発
の
拠
点
と
し
て
重

要
な
役
割
ヰ
一
担
い
、
源
諜
喝
工
業
即
坤

市
と
し
て
争
日
ま
で
発
展
し
て
き

圭
し
た
．
、

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
間
に
は
、

貼
政
再
建
団
体
の
指
定

却
＝
営
け
’
、
の
財
政
詫
ジ
、

ト
直
し
の
奴
η
〃
や
、
新
曽
座

粟
都
市
指
定
獲
得
な
ビ
、
　
　
織
噂
・
，

幾
多
．
の
困
難
を
レ
兄
服
し
．

市
勢
発
展
の
た
め
に
ご

尺
・
か
い
た
打
紀
い
た
多
．
！
＼

の
先
輩
諸
氏
の
、
筆
舌

に
尺
・
く
一
一
が
た
い
ご
障
占
…
”
レ
一
ご
歎
…

」
意
が
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
医
す

こ
れ
ら
多
く
の
先
輩
の
皆
様
方
の

英
抽
と
こ
努
わ
に
深
甚
な
る
感
謝

の
意
を
噛
し
ま
す
レ
こ
一
も
に
、
完

左
か
ら
受
け
継
い
だ
ま
ち
日
向
市

を
　
さ
ら
に
豊
か
で
住
み
よ
い
ま

ち
レ
「
二
、
発
展
さ
せ
、
次
の
世
代

へ
と
渡
す
べ
く
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

　
き
た
る
二
十
一
世
紀
に
向
け
た

第
三
次
総
合
計
画
で
は
、
目
標
と

す
る
将
来
像
を
一
，
う
る
お
い
レ
　
生

き
が
い
の
あ
る
ま
ち
」
と
し
、
都

申
旧
像
を
「
」
咤
業
が
栄
え
文
化
の
禾
日

り
占
回
い
都
粛
旧
．
レ
一
－
し
濯
、
掲
げ
て
お

り
ま
す
　

こ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

本
市
の
か
か
え
る
準
要
課
題
、
す

な
わ
ち
東
柁
州
自
動
屯
道
を
は
じ

め
レ
一
す
る
高
速
交
通
体
系
の
整
備

促
進
、
港
湾
の
整
備
、
・
企
業
の
立

　
　
　
　
地
促
進
、
市
内
中
心
部

　
　
　
　
商
店
街
の
再
開
発
、
鉄

　
　
　
　
道
　
巨
石
事
業
へ
の
取
り

　
　
　
　
組
み
、
さ
ら
に
は
急
速

．
曾

　
　
　
　
に
進
む
高
齢
化
社
会
や

　
　
　
　
国
際
化
社
会
へ
の
対
応

　
　
　
　
な
ど
．
積
極
的
な
施
策

　
　
　
　
の
展
開
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
、
朋

　
争
後
・
一
も
、
国
、
県
、
そ
し
て

圏
臨
め
市
町
村
レ
一
常
に
連
携
を
図

り
な
カ
ら
　
闘
凪
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
山
市
の
特
性
を
充
分
に
生
か

し
つ
つ
、
個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
み
な
さ
圭
レ
一
．

体
」
・
な
・
、
囲
、
進
め
て
ま
い
る
所
存

で
ご
”
・
・
い
画
す
の
で
、
　
．
層
の
ニ

ケ
へ
睡
佐
レ
一
二
協
…
〃
券
一
お
　
粗
い
h
「
一
一
」
し

げ
圭
す

　
　
　
　
日
向
市
長
　
三
樹
　
博

　
底
．
市
は
、
尉
和
．
．
卜
六
午
町
月
　
　
　

試
練
に
直
面
し
て
い
圭
す
が
、
完

に
市
制
施
行
し
、
今
日
ま
で
の
四
卜
　
　
　
人
の
加
恵
を
も
拝
借
し
、
こ
の
試

年
は
社
へ
二
経
済
各
般
に
わ
た
り
変
　
　
練
を
肇
リ
越
え
て
明
H
の
日
向
市

転
窮
圭
リ
な
い
日
〃
、
鵜
、
し
た
が
．
　
　
　
　
の
進
む
べ
き
道
を
開
…
拓
し
て
い
く

市
勢
は
発
展
の
．
途
を
た
ビ
リ
、
　
　
こ
と
が
、
現
代
に
生
き
る
も
の
の

六
万
市
民
の
皆
様
が
明
る
一
住
み
　
　
　
紅
1
1
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
　
図
ら

よ
い
迄
化
的
な
生
活
が
で
き
ま
す
　
　
　
ず
も
本
年
は
、
第
．
．
　
次
総
ヘ
ロ
計
画

よ
う
、
教
育
文
化
施
設
．
保
健
衛
　
　
　
　
の
初
年
度
で
も
あ
り
ま
す
　
董
業

生
施
設
、
道
路
、
公
共
ド
水
道
等
　
　
　
之
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ

〃
、
近
代
的
な
都
市
形
成
力
た
め
の
　
　
一
り
に
向
竺
前
進
す
る
覚
悟
が

諸
施
策
が
次
々
と
進
め
ら
れ
」
、
い
　
　
　
什
輿
で
す

ま
す
ニ
レ
一
は
、
誠
に
心
強
い
限
り
　
　
　
　
　
終
わ
り
に
、
争
日
ま
で
市
勢
進

で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ

　
辰
り
匡
；
て
、
南
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
し
た
先
輩
各
位
、

会
レ
一
い
た
し
ま
し
て
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
の
皆
様
の
ご
熱
意

活
劇
蹴
ぐ
ご
竪
鱗
繊
擁

隣
国
堰
出
．
撰
灘
　
舗
鯉
鰹
臆
秘

懸
命
の
努
力
を
さ
れ
ま
し
た
．
特
　
　
　

常
に
一
体
と
な
っ
て
、
ゆ
と
り
と

に
、
昭
和
三
卜
忙
年
の
新
産
業
都
　
　
　
潤
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
に
一
層

市
指
定
に
向
け
て
行
政
、
議
会
．
　
　
　
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

丸
と
な
っ
て
運
動
を
展
開
し
た
こ
　
　
　
よ
う
お
願
い
申
し
し
げ
ま
す
と
と

と
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
す
．
．
　
　
　
　
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し

　
私
た
ち
は
今
、
か
つ
て
先
輩
た
　
　
　
　
ま
す
、

ち
が
経
験
し
た
こ
・
…
異
な
っ
た
　
　
　
　
　
日
向
市
蹴
会
議
長
是
澤
芳
男
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な
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か
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」
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み
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な
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緑
に
親
し
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を
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堀
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し
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し
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ア
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，
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ゆ
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凹
’
』
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ノ
＼
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甲
斐
登
庭
さ
ん
…
2
1
歳
・
南
轡

ず
っ
と
日
向
に
住
み
ま
す

　
四
国
か
ら
転
・
ぺ
し
た
人
レ
一
友
み
上
に

な
り
ま
し
た
が
、
ま
コ
レ
．
－
き
に
馬
ヶ

背
を
紹
介
し
ま
し
た

　
同
級
生
の
多
一
は
、
市
外
で
佳
雰

を
し
　
、
い
圭
す
　
市
内
で
動
け
る
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

か
も
つ
レ
　
増
・
え
れ
ば
、
若
者
も
声
肥
着

す
る
と
思
い
ま
す
　
映
画
館
も
ほ
し
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、
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渋
谷
貞
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さ
ん
［
㎝
歳
・
美
砂
｝

野
菜
・
花
づ
く
り
に
凝
っ
て
ま
す

争
の
若
者
も
、
な
か
な
か
頃
張
っ
て
ま
す
よ
　
塵

七
二
で
は
、
公
民
館
活
動
に
も
積
極
的
に
参
舶
し
て

く
れ
ま
す
し
、
故
郷
の
川
を
皆
の
清
流
に
も
レ
＝
’
こ
，

と
い
う
機
運
か
盛
り
上
が
っ
た
り
と
、
何
か
を
や
ろ

・
り
レ
一
い
・
つ
膏
賞
（
ド
込
み
存
一

持
っ
て
い
ま
す

　
日
向
市
は
今
年
2
1
世

己
ニ
リ
ー
丁
’
、
）
・
．
．
（
月
．
、
・
い
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：
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匡
一
r
ク
ー
其
侶
噺

合
計
画
「
第
3
次
総
な
日

計
画
　
を
策
定
し
ま
し

た
か
．
こ
の
計
画
に
沿

っ
て
，
ひ
レ
一
つ
ひ
と
つ

政
策
を
規
実
の
も
の
に

一
二
、
い
け
ゆ
商
、
あ
一
ぼ
け
、
り

し
い
街
に
な
る
と
旧
ひ
い

圭
す
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私
も
、
日
向
市
と
同
じ
4
0
歳
で
す

　
学
匠
教
育
や
地
域
活
動
に
関
心
を

持
ち
、
積
極
的
に
考
え
、
聖
旨
す
る

こ
レ
一
が
市
部
発
展
に
つ
な
か
る
レ
一
思

い
ま
す

　
一
周
年
を
機
に
、
ま
す
ま
す
市
民

の
声
を
聞
転
一
、
争
後
も
生
き
生
き
レ
一

躍
動
す
る
日
向
心
て
あ
・
、
て
ほ
し
い

て
す
ね
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江
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昌
義
レ
ご
ん
壺
歳
・
二
巴

暖
か
い
人
情
、
恵
ま
れ
た
自
然
…
い
い
街
で
す

　
日
画
レ
旧
に
は
、
せ
・
か
く
ん
か
ら
授
か
・
．
た
左
然

ゐ
良
港
一
網
島
一
一
か
あ
る
ゐ
で
・
丁
か
ら
、
こ
れ
を

利
明
す
へ
き
て
す
一
三
刀
た
め
に
も
交
通
網
の
整
備

か
必
要
で
す
　
東
－
－
し
州
自
動
車
直
の
い
期
建
設
は
も

ち
ろ
ん
促
進
し
て
ほ
し
い
て
す
か
、
私
は
福
岡
、
能
．

本
し
　
ゐ
経
緯
瀧
正
面
か
ら
は
、
む
し
ろ
．
鬼
縛
横
断

白
目
動
由
屯
遺
の
建
設
書
紀
心
い
で
は
し
い
で
す
ね
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本
の
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”
心
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亡
（
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呂
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．
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た
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」
　
引
証
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会
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結
成
し
ま
し
た
L
、

ラ
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，
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ス
7
ラ
ブ
も
二
足
ざ
せ
圭

し
た
　
い
す
れ
も
、
日
向
市
ゐ
之
化

ウ
回
し
を
願
・
．
て
力
こ
レ
一
て
す
か
、

現
在
、
い
ま
だ
し
力
感
が
あ
り
ま
す

　
へ
－
革
策
定
卸
．
－
れ
た
総
喬
計
断
で
、

「」

Y
堂
悩
が
栄
・
二
、
前
罪
の
教
目
り
占
円
P

都
吏
を
目
指
す
と
野
れ
て
宕

ふ
孕
が
、
目
標
達
成
を
願
い
た
い
で
す
ね

　
近
年
、
r
ど
も
た
ち
も
学
業
面
で

は
国
び
て
き
て
い
る
と
田
じ
い
ま
す
か
、

そ
れ
に
も
一
二
伝
聾
㎡
向

尺
の
心
ワ
亭
二
苧
へ
け
継
い
4
・
、
他
尺
ゐ

音
宵
兄
々
而
川
・
＼
．
中
一
い
し
ウ
　
L
イ
’
、
（
一
尺

問
に
ム
目
ヂ
．
て
ほ
一
一
い
て
ふ
；
ね

黒
木
智
r
さ
ん
［
日
向
高
校
2
年
・
切
島
山
ウ
＝

将
来
は
公
務
員
に
な
り
た
い

　
日
向
市
の
海
ヒ
7
リ
：
ン
ハ
ー
ク
か
大
好
き
て
す

恵
圭
れ
た
自
然
を
残
し
〆
、
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

　
こ
れ
か
ら
の
街
つ
く
り
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害

け
百
の
人
た
ち
や
お
年
寄
り
な
ど
に
し
＝
、
て
．
住
み
よ

い
環
境
を
目
指
L
μ
、
ほ
し
い
レ
一
思
い
ま
す

交
通
の
面
凧
、
は
、
か
な
り
遅
れ
て
る
ヒ
思
い
ま
す

の
て
、
！
」
’
，
レ
一
価
医
利
に
た
ホ
ド
．
た
ら
い
い
の
に
レ
一
田
ひ
い

圭
す

5

」
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広報uゆうが

　　　　一

一
盲
■
幽
の
三
人
・
団
体
を
表
彰

　
十
月
十
二
日
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

式
典
で
、
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
り
、
市
政
発
展
の

主
軸
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
、
功
績
の
あ
っ
た
か
た
な

ど
百
六
十
五
人
、
三
十
七
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

地
方
自
治
功
労

．
．
特
別
自
治
功
労
》

元
市
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
拍
　
田
　
利
　
彦

市
議
会
議
長

．
彫
ト
ロ
磯
へ
Y
我
．
（

肘
　
免
　
男

現　前　　 ’巳　　現市 llf　　rl∫市　市

日墜　糞藝婆
翼長耀軽控
潤　村松Ψ　長是
　イく　ヒ乍イく　　6別
　
矧
　
秀

市
議
会
議
員
（
満
二
＋
年
以
上
）

．
肥
卜
巾
歳
’
ノ
t
俄
員

　
　
　
　
惣
卜
劇
巨
』

　
　
　
　
1
一
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
I

　
市
議
会
議
員
（
満
十
二
年
以
上
）

．
肥
巾
歳
な
二
歳
買

　
　
　
　
　
　
．
く
　
　
　
　
「
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
1

　
　
　
　
　
　
丁
　
　
　
　
ン
【
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
一

　
　
　
　
．
仁
乏
　
　
　
ハ
、
　
　
㌔
、
　
　
　
　
　
　
く
ヒ
．

　
　
　
　
ヒ
ー
　
一
　
髭
」
　
　
・
穿
　
　
　
　
　
　
　
陽
1

山
川
h
義
ノ
目
口
只

見
b
岐
ノ
義
員

～
　
　
一
　
　
I
　
　
　
　
I

止「・唾隻’1．』レ己ナ旨＝

政出「堂木田

イこ弓、，1「1∫・疋．腰1，土1！赴

⊥’ミ｛・4、イくF！｝1：4（［【1

　
市
　
　
　
長

厄
　
市
　
．
長

　
　
　
　
．
故
一
甲
　
斐

前
　
市
　
．
k

助
．
犯
　
　
助

前

収収

究入
1．風

役
役　
～
役

　
教
　
育
　
長

前
教
ム
ー
－
長

茂

孝珪　 ･　 f聾乏　Dこ1　・r・

　　　先L　り｝　　千u　　rl∫

哲覚祓敏哲安

市昭 リ｝葺敦

乍
　
増
　
雄

1町．

廣

田

昭茂

村
　
口
　
庭
　
好

行
政
委
員
会
委
員
（
満
十
二
年
以
上
）

．
彫
教
育
委
員
へ
｝
煙
責

　
　
　
　
　
　
江
　
川
　
恵
之
助

前
教
育
委
H
－
ー
ヘ
ム
委
口
只

現
教
育
委
員
会
委
翼

　
　
　
　
　
　
齢
　
島
　
哲
　
也

一
兀
　
マ
争
管
守
ズ
女
口
艮
／
ム
戒
欠
ロ
具

　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
F
I
J
　
』
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
　
り
　
　
μ

　
　
　
　
　
　
2
1
　
　
　
i
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
．
＼

　
　
　
　
　
　
｝
匹
　
　
　
i
　
　
　
　
　
一
　
　
　
オ

．
兆
公
．
平
委
員
へ
∫
麦
員

　
　
　
　
一
塁
〕
河
　
野
　
忠

　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
や
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
汐
　
　
里
　
　
　
　
宝

前
固
t
資
警
話
価
審
在
委
員
会
委
ロ
ー
1

　
　
　
　
　
　
1
．
．
噛
　
　
』
、
　
　
　
　
　
　
　
1
1
．
’
．

　
　
　
　
　
　
膝
…
　
イ
　
　
　
　
　
峠
㌧

．
圧
曲
ゲ
岸
久
員
会
委
員

　　

@　

@　

X
鷺

　
　
　
　
　
　
黒
　
木
　
．
　
義

　
　
　
　
　
、
黒
　
求
　
此
農
た

　
　
　
　
　
　
駐
　
　
弘
　
　
．
L
j
　
　
L
．
．
．
㌔

　
　
　
　
　
　
f
　
　
－
－
一
　
　
な
　
　
・
唇
－

　
　
　
　
　
　
橋
　
口
　
貫
　
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
ロ
ヒ

　
　
　
　
　
　
和
　
　
ロ
　
　
ク
　
　
珂

山
下
芋
ズ
人
目
具
ヘ
ム
委
目
只

　
　
　
　
　
　
高
　
．
橋
　
正
　
己

現
酔
～
人
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
黒
　
木
　
静
　
桶

現
N
ム
教
六
1
1
委
員

一

　
　
　
　
　
　
k
’
　
へ
U
　
矢
　
　
．
．
．
．
口

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
満

　
一
一
十
年
以
上
）

現
体
牛
各
只
・
児
竜
委
員

　
　
　
　
　
　
日
　
　
P
　
　
　
　
　
前
　

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
満

　
十
二
年
以
上
）

．
彫
民
生
委
員
・
児
帝
麦
員

　
　
　
　
　
　
也
　
　
H
　
　
ワ
　
　
止

　
　
　
　
　
　
．
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
卜
I
　
　
　
　
f

1亨［ll

勺】ll

ミ門1．

ソ　し

lF・郎

　　　　　　　　　　現

　　　　　　　　　　民

　　　　　　　　　　唖

　　　　　　　　　　攻

　　　　　　　　　　員

　　　　　　　　　　！！己

林西黒河石1Ll．原嬌黒
　　　　　　　　　　麦

　　川4く野山三田ロ木

克保利義諄　艶彦壽
生ゴ．・旋惑．　ゴ・助昭

　　　　前

　　　　民
　　　　生

　　　　委
　　　　員

　　　　児
lll甲・Li’松

　　　　麦

．く．續ラﾙ

　　　　　　ン
f・　　　／

代男　　．7

中，し、∴1「．」ll、・∫k

沢賀イくイ（野［日

たdrl｝：・、ク冒台

r・希・栄善．良［・Ll

　
消
防
副
団
長
（
満
十
二
年
以
上
）

．
厄
刊
朔
．
．
く

　
　
　
　
　
　
r
　
　
く
　
．
K
　
　
旋

現
副
団
k

　
　
　
　
　
　
り
　
　
孔
　
条
　
　
は
幾

　
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
若
し

く
は
学
校
薬
剤
師
（
満
二
＋
年
以
上
）

前
学
撲
レ

　
　
　
　
　
　
渡
　
辺
　
得

現
学
佼
医

田里1甫

Ii1イく

留俊
．と1

男男裕

広報1♪ゆう

目
晃
げ
．
レ
な
ぐ
　
ー
ー

ま
　
、
’
　
一
【
一
千
r

前
学
k
薬
瓶
二

士
～
一
へ
削
師

↓ヒ hll

田口

松

弘h
貝

爪

IIIk

ド反

8　Fノ，’

凌
く

郎早

福
　
森

福

諜

「

卜畠　　村｛　IP

lE…〔　斗乏　1奈

よrす　F艮　イ石

　
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
若
し
く
は

　
学
校
薬
剤
師
（
満
十
こ
年
以
上
）

現
学
恢
臣

男之口
一
．
”

現
ゴ

｛

イマ

剤
r
l
巾

上（　ヒ　1指’奏　赤

ノ疋　田　II’奏　ll，　イ（

康．擁　1；条秘忠

之1唾　｛1｝　脚！　疋

現
「
デ
1
4

P

臼，

「

田　甲　土と

中　r丈　川

UII　之：IL『

尤II月　良1；

k
　
交
　
克

市
の
業
務
の
受
託
者
（
満
＋
二

年
以
上
）

斎　1虻　児　」塁　タト

畦藁　藤　　k　イく　L

義
　
男

ミ
サ
．
r

敏
　
．
r

ト
モ
エ

　
　
　
　
　
　
じ
．
、
　
　
1
　
　
　
　
し
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
∬
イ
　
　
B
　
　
T
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
関
　
谷
　
金
　
義

　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
ン
　
　
和

　
　
　
　
　
　
新
　
名
　
竪
　
美

　
区
長
公
民
館
長
（
満
二
十
年
以
上
）

．
．
し
ヒ
げ
．
X
．
　
　
、
、
忌
与
一
　
く

1
　
　
　
睡
1
ま
ノ
∠
正
4
P
正

　
　
　
　
　
　
西
　
川
　
鹿
之
助

　
区
長
公
民
館
長
（
満
十
二
年
以
上
）

．
．
し
h
ド
．
κ
．
．
．
．
（
「
こ
忌
ド
（

J
　
i
　
　
　
一
⊥
ノ
ノ
i
氏
P
正

　
　
　
　
｛
故
　
福
　
田
　
　
實

前
新
町
区
長
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　
金
　
丸
　
　
　
詞

現
　
　
見
区
長
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　
黒
　
木
　
之
　
雄

日

野

利

権
ノ＼

幡
区
重
ノ、

民
館
長

　　　規

　　　亀

　　　1［1奇

　　　中

　　　区

　　　正

　　　公

中民
　　館

出1（

而ず

　　現
　　中

　　央

　　区

　　長

　　公

　　民
∫，、館

　　長

木

　　現

　　　IIlj

　　　々

　　　谷

　　区
　　　長

　　　ム

是民
　　館

汗王く

↑

郎　　南　　、し

市
税
の
納
付
が
優
秀
で
あ
っ
た
納

税
貯
蓄
組
合
　
（
満
十
二
年
以
上
）

　
中
町
第
四
椚
脱
貯
蓄
紐
合

　
・
．
．
J
勺
・
己
妬
．
　
・
【
一
、
1

　
一
田
1
1
私
F
舌
尉
で

　
E
町
し
班
曲
税
貯
蓄
組
合

　
豪
草
場
納
税
貯
蓄
組
合

　
に
州
4
．
」
～
．
己
E
．
　
　
、
1
L
　
へ
「

　
段
承
1
1
凸
膚
．
判
樗
け
』
臼
斜
／
1

　
中
村
坊
の
ド
納
税
巨
畜
組
ヘ
ロ

　
長
1
第
．
納
視
酔
畜
組
合

　
挑
の
木
納
税
貯
韮
川
組
ヘ
ロ

　
」
原
町
訥
税
叶
蓄
組
へ
口

　
い
．
「
　
　
　
勺
r
己
ら
．
圧
．
．
・
I
」
　
へ
一

　
～
1
4
づ
私
比
｝
臨
剰
／
一

　
一
艮
町
．
．
．
ザ
目
椚
税
貯
蓄
組
含

　
・
、
　
　
．
．
一
・
」
．
．
　
－
勺
’
己
ら
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヨ
エ
　
ヘ
ロ

　
、
尋
d
田
　
」
一
「
剃
私
財
書
斜
で

　
東
塔
恨
納
品
貯
蓄
組
へ
目

　
西
曽
根
納
品
貯
蓄
組
合

　
南
曽
根
納
税
叶
蓄
組
合

　
北
曽
根
椚
税
貯
蓄
組
合

　
中
曽
根
納
税
貯
蓄
組
合

　
ド
曽
根
納
税
貯
蓄
組
合

　
堀
．
与
　
納
税
貯
蓄
組
へ
口

　
占
野
川
納
税
貯
蓄
組
へ
日

　
高
〃
・
谷
椚
税
貯
蓄
組
合

　
地
蔵
納
税
貯
蓄
組
へ
目

　
笹
野
中
納
税
貯
蓄
組
ヘ
ロ

　
笹
野
西
納
悦
貯
蓄
組
合

　
．
r
．
．
’
り
一
　
粒
♪
げ
己
．
．
　
　
、
I
一
へ
一

　
一
￥
塀
一
’
一
画
則
卦
目
胡
利
／
一

　
遠
見
十
指
生
産
組
合
納
税
r
畜

　
」
へ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
斜
／
一

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
優
秀

で
あ
っ
た
国
民
年
金
納
付
組
合

（
満
十
二
年
以
上
）

梶
木
婦
人
会
国
民
甲
金
納
付
組
合

｛
呂
の
L
一
国
口
囲
配
一
へ
t
納
旧
付
晶
租
八
ロ

ペ
幡
国
民
年
↑
納
付
組
合

伊
勢
国
民
年
金
納
付
組
合

遠
見
婦
八
会
田
氏
年
↑
内
付
組
合

冶
鹿
国
民
年
金
納
付
組
合

高
松
婦
人
会
国
民
年
金
納
付
組
合

一
般
功
労
弓
田
幽

（
個
人
の
部
）

産
業
・
経
済
・
観
光

　故

山桝］原二二局噛黒1月∫

岡田田浦名橋谷イ（野

引占・秀春月義数城

郎た郎・≠箕光光義郎

福
祉
・
衛
生

首上反後後イく木ノ《「友二

目モL田藤1添1南1甫㌫直11’条

IE京タf公ヨ與旋・鴇

　　ツ
・」「・一f・市シノ又珂‘1君

教
育
・
文
化
・
体
育

　
　
　
　
　
阿
久
彌

橋高後無論黒黒，こモ黒∫「［岩山岩安1珂
　　　　　　　　　　　　　　　久
目橋ll声E木イく木野仁fイく名崎本倉ザ彌

甚重．義．義ヒ　義　 ’jll㌧i甚！E　忠聖
　　　　　　　　　賀
六美治伎男テ．勲弘等∫．）三六・P聰ノζ童

　
　
　
　
　
彩
　
名
　
勝
　
美

　
　
　
　
　
六
　
角
　
」
乳
　
男

生
活
・
安
全
・
更
生

藻

象　峠　　峠興）松福・ト応和IJし1台西二佐児桑黒黒黒河巖赤

　木’k西L川輪1由ド1ゴ田∴内llヌE野木イくボ野水木

　季II　1庭鐵助　1ド花繁IFJセ　モや膵武ス圓政光
　　　代　　　　　　　　　　ス　　イ
　男典∫’・雄・靖隆1’．雄琉ツ［竃ヨf・雄雄IF・月鵬雄

産
業
・
経
済
・
観
光

　
ド
　
島
　
会

福
祉
・
衛
生

　
日
向
予
話
サ
ー
ク
ル
ひ
む
か
い

教
育
・
文
化
・
体
育

　
塩
見
臼
太
鼓
踊
り
保
存
会

　
美
々
津
の
歴
史
的
町
並
み
を
守

　
る
会

繋
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■文化部門

籠2徊日向一三一瓶ゴ。σラム
■体育部門

　　　　　　　　　　．Q　加　団　体1行事名）　　　　　期　　　　日　　　会　　　　　場　　　　　　　　　一．一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．．一．．一．一一．

秩D
人　　　肝多　　教　　　2ミ　　r乍　　　品　　　展　　　星OFI25日　㍉27日　　　日　Irll寿屋3　Fボー「レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　「．　　．．．　．．
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池
の
中
に
は
、
小
白
島
も
造
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
紫
山
は
穿
て
の
生

き
物
が
住
む
一
一
．
界
「
欲
界
、
色
界
、

無
色
界
　
、
池
の
小
島
ぽ
』
り
の
世

界
（
彼
岸
｝
を
表
し
て
い
る
と
も
．
．
．
．
目

い
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
庭
園
が

た
だ
の
観
賞
用
の
庭
で
は
な
く
．
与

を
訪
れ
た
人
た
ち
に
対
し
て
仏
法
を

説
く
た
め
に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
ま
す
．
も
っ

と
も
．
有
名
な
ヶ
院
庭
園
の
多
く
は

こ
う
し
た
目
的
に
そ
っ
て
築
か
れ
て

お
り
、
美
し
さ
や
豪
華
さ
だ
け
を
追

求
す
る
一
般
の
庭
園
と
は
基
本
的
に

異
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
妙
国
芋

庭
園
の
場
合
、
タ
ブ
や
ク
ス
な
ど
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
バ
，
ク
の

自
然
林
が
幽
玄
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

す
こ
と
に
一
役
」
三
．
役
も
か
っ
て
い

る
こ
と
に
は
止
目
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
．
お
そ
ら
く
妙
国
学
庭
園

の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
．
人
工
的
な

庭
園
と
自
然
休
と
の
調
和
や
融
合
と

一．

D
．
口
つ
た
も
の
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
は

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
．
．

　
自
然
は
私
た
ち
が
想
像
す
る
以
ヒ

に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
で
す
．
．
人
が

手
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
来
の

姿
や
価
値
を
失
っ
て
し
ま
う
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
．
妙
国
幸
庭
園

は
、
県
内
で
は
唯
．
か
所
の
国
指
定

名
勝
庭
園
だ
け
に
．
あ
く
ま
で
も
周

到
な
計
画
の
も
と
に
自
然
と
人
と
の

調
和
を
考
え
、
し
か
も
美
し
く
知
性

的
な
庭
に
仕
ト
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
お
も
わ
れ
ま
す
．

妙
国
寺
庭
園

　　1

一

★

F

　
」
趣
渓
一
．
．
わ
が
ノ
τ

＝
　
　
τ
上
7
一
潭
一
触
ガ
　

噛
；
　
，
・
・

　
　
　
，
　
才
　
　
　
．
　
　
．
；
、

デペ

　
　
雫
、
．
二
つ
．
字
．
○
コ
」
－

7
歳
÷
．
￥
　
　

L
　
「

エ
　
つ
’

ジ
　
廟

．
「

．ト

じめず．

でシ瓦1

、

　、
⑰

▲「木彫Oの菓子皿」

南日向天使幼稚園

かいあやなぢゃん（5歳）
ほか12人

「花σんの花」　　レ

南日向天使幼稚園

うらようへいくん（5歳）

o

クーウーα

　　戸
ず
硬「．、，

誌

2　　　　’‘偽
　　9　　喚

曾q◎碑9．

臓 β、叢

呼応罫軌
　卿

塩
見
空
手
婦
人
部

，発足はいってすか

　去年の4月です．部員は13尺

，PRをどうぞ

　31卜前から始めていた隔日さ．んの呼びかけて、

30代から60代のL婦が、毎週火曜日の夜7時から

8時まで、中村公民館に集よ．）て｝II！を中心に｛札1

しています　美い空f着に身を包んで帯を蒲める

と、身が引さrはりよす　みんな健唆増進のため

に始めたのですが、争ては、少々肩が痛くても足
が痛くても、火［11111日になると張り切．）て、泉しみ

にして練習に出て来よ寸よ

　空手をするよ．うになってから、姿勢がよくなlj

ました、そし．．⊂、柄神面が強くな一．）たよ．うな気か

します　も．うひと．つ、肩凝リがなくなりましたね

　初めのころは、　一女だてらに空rなどして、ど

うぜ．⊥、涜きはしないだろう」とたかをくく．）てい

た夫やゴ・供辻も、午ては見直して応援してくれて

います　これまでに、競技会に5回出ましたが、

婦ノ＼の部の旧ごは、「愛勝しているんで．づよ　最近

では、争目13日に北’L州で行われたミュージ・ソク

空予大会に県代人として全員参1川して、約1，α［0へ

の観客の前で団体1し砂1群を披露してさました．

　私もや．）てみよ．うかなと思われるかたは、山本
’」∫’・さん1：容536〔．13ρまでど．うそ

11

●

o

⑯

．、凪ヤへし

ρ

闘「
広
報
ひ
ゆ
う
が

連
絡
先
市
企
画

二更

　
さ
し
あ
げ
ま
す
。

⑫
－
2
i
1
1
内
線
2
2

こ
の
ベ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
が
っ
く
る
ぺ

な
か
た
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

ン
で
す
。
あ
な

雌

ラングドシャ

一く＝二伽

　ニ・短貞

　　卜

比良

中野由佳さん⑳

材　料（15本、1皿分）

～ター

粉砂、［1

卵

サわ持

　　1P」

　　m・

1　2「固躍

　　㍗け、

溌

、
1
M
！

：
じ

麿
象
至
あ
り
た
か
野
壷
ユ
ー
⑲

　材料は、買い置きのものて済むので、｝」作りお

やつにはこれをおすすめします

　私も結婚して！先ビもが生まれたら、これをおや

つに作ってあげるつもりで’す。

．”

�阮怐t

T　バターはドレ．りぼくなるまて練り、粉砂櫓を2

　～3回に分けて1川え、さらによく1昆ぜる

二　江＼に卵をり11えてよく‘昆ぜる

餐　薄．力粉をふるいなから入れ、イくじゃくして粉

　か消えるまで練らないに・）に混ぜる。

1　3を丸11金をはめた絞り出し袋に、噛め、アァレ

　ミホイルを敷いたオーブン魯田しに長さ約6〔．mに

　15本、少し押しつけるようにして細く絞り出す

ゴ　ぼ．をトントンと数回たたきつけ、生地を広げ

　る．

C　オープンに入れ、160℃‘、杓1〔．ト15り｝焼く

く一ロメモ》

　絞り出一封Lfは．生地が広，2らないよう佃く絞り

出す．．

o一尋一⇒rヒ＝甥■9雌

O
一

．醸

罷⑭

羽巴
友
達
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
　
ぺ
年

く
ら
い
前
か
ら
作
っ
て
い
ま
す
　
こ

れ
ま
で
に
．
万
個
以
ヒ
は
作
っ
た
ん

で
す
が
、
出
来
ヒ
が
る
と
．
友
珪
に

：
ノ
ゆ
’
ザ
ー
に
出
し
た
り
し
て
、

す
ぐ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
、
争

で
も
、
ほ
と
ん
ビ
毎
日
の
よ
う
に
識

か
が
や
っ
て
き
て
は
．
枯
ヒ
代
一
の
実

費
で
持
っ
て
行
く
ん
で
す
よ
．
．

材
料
　
は
、
／
r
ど
も
が
工
作
で
使
う

よ
う
な
並
日
通
の
紙
枯
し
で
す
か
ら
．

と
〃
、
も
安
ヒ
が
り
で
で
き
ま
す
よ

本
で
見
て
か
わ
い
い
な
と
田
レ
つ
た
り
、

人
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
．

小
さ
な
も
の
は
ト
ド
瓦
分
f
㌧
作
り
し

げ
ま
す
　
で
も
、
こ
れ
を
乾
燥
さ
せ

る
の
に
約
．
週
間
、
そ
れ
か
ら
着
色

一
畳
1
σ
l
O
l
り
」
ー
ー
o
I

に
．
．
．
卜
分
位
か
か
ー
ー
圭
す
．
私
は
．

こ
ま
か
な
所
に
あ
ま
り
気
を
使
わ
ず
、

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
で
サ
ッ
サ
ワ
と
作
る

ん
で
す
か
．
並
日
通
の
人
が
作
る
と
か

な
り
専
酎
が
か
か
る
そ
う
で
す
．

　
こ
れ
を
や
「
，
て
て
よ
か
’
．
た
な
と

思
う
の
は
、
い
ろ
ん
な
友
達
が
た
く

さ
ん
で
き
た
こ
と
で
す
　
私
は
、
あ

ま
り
家
か
ら
唱
な
い
の
で
す
が
．
人

づ
て
に
お
客
　
さ
ん
が
来
て
、
そ
の
か

た
と
友
皇
に
な
り
、
へ
F
で
は
．
．
．
白
氏

」
吐
よ
い
る
ん
じ
（
、
な
い
か
な
．

　
た
纏
年
レ
．
月
に
は
．
友
主
と
い
ろ

ん
な
も
の
を
持
ち
寄
っ
ぱ
、
、
自
宅
の

庭
て
ガ
レ
ー
ン
セ
ー
ル
を
行
r
．
て
い

ま
す
の
て
、
興
宋
の
あ
る
か
た
は
の

脚
て
い
ゲ
、
み
て
く
だ
艦
ヒ
い
．
．

O
l
O
l
O
一
す

すへ一、きゴと＋’フラ．二げ

大聖ヱさ。　つ］旨まママ」　π

犀需を．5…に夫一

熔

ノ

あ
て
ん
け
ち
に

（
宮
の
上
）

一
政
廣
秋
・
久
代
さ
ん
の

＝
女
・
成
美
ぢ
や
ん
（
－
鰻
8
カ
月
）

昂一ゆ一ρ ゆ一雌一ρr辱一一ψ

熱臨欝ρ、
　　　　　　　　　　ニー　’

蔵汽

8’ ﾗ

日
向
つ
子

コ

士
の
一

．
・
恵
美
さ
ん
の

弄
く
ん
（
2
観
ー
カ
月
）

ば
く
く
ん

と
⑳

　
りん
け
ち
に

（
後
無
田
）

河
野
哲
司

長
男
・
裕

あ
ん
． 甑

のむ
塵　「．3

へ
』心聖

馳e

10
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卜
h
、
八
年
・
胴
か
ら
㌫
帥
落
地
9
H

妬
垢
鑑
　

レ
一
い
・
，
差
別
M
凶
忙
一
－
の
川
剛
題
か

た
き
な
社
会
問
題
と
な
り
圭
し
た

　
虫
i
時
、
興
指
．
町
は
、
就
職
や
結
婚

の
際
に
、
企
・
乳
・
個
人
か
ら
身
ワ
厄
凋

介
を
し
’
、
ほ
し
い
レ
一
依
頼
さ
れ
る
こ

レ
一
か
多
・
＼
壊
た
、
地
域
に
よ
・
．
て

は
、
そ
の
依
頼
の
は
と
ん
ヒ
か
「
あ

カ
へ
は
、
同
和
地
．
区
の
中
甲
甘
て
は
な

一
か
レ
一
，
か
凋
へ
’
、
ほ
一
一
い
　
」
一
い

う
も
力
て
ち
・
．
た
こ
と
か
ら
、
　
「
全

国
力
複
差
…
側
部
”
洛
の
　
回
見
表
々
一
作
赴

は
三
ノ
う
か
る
一
レ
一
考
・
二
た
乳
折
か
角

副
武
－
「
、
秘
宣
山
裡
に
販
昏
冗
一
げ
て
い
た
レ
一

い
・
つ
山
F
臼
ぱ
・
」
｝
　
ツ
て
一
二
、
、
席
7
八
一
「

た
実
に
多
く
の
企
業
や
個
人
か
就
職

や
結
婚
の
際
に
芹
別
的
－
卜
利
用
」
て

一
た
の
て
す
　
宮
崎
県
内
て
も
、
あ

る
企
丈
か
胤
∵
へ
し
ま
し
た

　
し
か
L
、
そ
の
芹
別
性
を
指
摘
さ

劃
た
企
業
力
ほ
と
ん
ヒ
か
強
く
．
展
省

陰
湿
化
す
る
部
落
差
別

や
リ
力
爪
ソ
コ
ン
ー
ヘ
ケ
，
ト

偏
を
使
㍉
た
着
別
事
臼
て
し
た

差
別
を
許
さ
な
い
市
民
意
識
を

通

原
完
か
危
険
な
も
の
な
ら
部
”
詩

に
つ
ノ
、
れ
＋
ゆ
ト
土
い
／
¶
て
れ
’
つ
い

や
な
ら
韓
国
に
つ
く
り
、
日
本

ま
て
ケ
ー
ブ
ル
引
コ
張
㍉
て
送

竜
し
て
も
ら
え
／
指
客
受
よ
汁
H

r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
幽
ε
　
　
　
‘
　
王
　

ρ
　
．

カ
ら
エ
ク
レ
一
力
堀
人
と
か
呼
は

赴
、
人
間
レ
「
冒
て
あ
っ
か
わ
れ

　
「
チ
ョ
ン
コ
ヨ
と
い
う
の
は
、
韓

国
・
朝
鮮
氏
の
ト
η
々
に
計
，
し
て
侮
蔑

的
に
表
現
し
た
覧
．
口
菓
た
レ
一
思
わ
れ
ま

す
か
、
こ
の
ほ
か
、
被
差
別
部
落
の

リ
ス
ト
や
、
紙
面
て
は
と
て
も
紹
介

㎡
、
転
、
な
い
レ
♪
・
つ
な
実
一
－
P
ひ
レ
一
い
差
別

的
な
、
，
目
口
を
並
べ
・
暁
て
、
　
［
．
お
．
一
様

か
結
婚
を
控
え
た
与
へ
の
B
I
G
な

B
I
G
な
P
R
E
S
E
N
T
ヨ
な
ヒ

レ
一
題
し
、
　
「
お
父
ざ
ん
・
お
母
さ
ん

坊
－
さ
ノ
ヘ
レ
一
」
う
，
口
国
艮
彰
〆
鯉
ジ
畳
1
ー
パ
粍

に
ょ
っ
ぜ
、
明
ら
か
に
な
っ
た
も
ハ
な

の
て
す

　
彼
は
言
い
ま
す
　
　
「
こ
の
画
面
か

流
れ
て
き
た
と
き
、
と
て
も
〆
・
、
、

ク
た
・
た
そ
し
て
ビ
う
」
て
も

論
せ
な
か
っ
た
　
て
も
、
通
イ
旧
仲
間

は
全
国
に
も
日
向
巾
内
に
も
た
く
さ

ん
い
る
の
に
、
ヒ
う
し
て
僕
以
外
の

沓
か
指
摘
て
き
な
か
㍉
た
ん
だ
ろ
う
一

と
　
こ
れ
圭
吼
、
部
落
差
別
の
現
実
に

ふ
れ
．
ま
た
、
延
岡
の
・
尚
校
て
巡
路

指
導
を
担
当
し
て
い
る
彼
に
は
、
r

ヒ
も
た
ち
の
将
来
さ
え
も
奪
う
て
し

ま
う
こ
ん
な
不
合
理
な
ご
レ
一
を
泊
す

7
て
一
「
て
壷
タ
た
　

弓
八
プ
か
ケ
，
k
－
匡
　
一

汚
別
盛
件
て
も
、
古
発
し
た
坂
目
さ

ん
自
身
か
逆
に
全
q
の
パ
ソ
コ
ン
涌

佑
仲
間
か
ら
－
貝
め
ら
れ
た
長
う
に
、

そ
の
こ
レ
一
を
暢
口
発
3
1
る
こ
レ
一
自
体
が

魂
”
冨
に
む
ず
か
し
い
レ
一
い
う
現
実
か

距
わ
り
土
あ
r

　
臣
目
没
は
差
別
意
誠
な
レ
一
持
・
．
’
、
一

な
い
レ
一
号
え
る
私
た
ち
　
て
も
、
丸

際
に
こ
ん
な
場
面
に
・
旧
面
」
た
ヒ
き

初
め
囲
、
－
目
分
自
身
か
問
わ
孔
圭
ギ

彩
た
ち
自
身
一
か
真
に
ぎ
州
に
対
し
て

奴
心
リ
．
差
別
》
を
論
さ
な
い
と
い
・
り
占
息

識
を
持
ち
合
う
こ
レ
一
か
、
へ
一
こ
そ
大

切
な
の
て
は
な
い
て
し
ト
．
う
か

　
そ
の
後
も
、
こ
ん
な
悪
質
な
㌻
肖

は
跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
　
そ
し

て
、
一
昨
年
発
覚
し
た
の
は
、
今
は

　　　ま

跡そす5’
L
．
へ
r
ザ
、
は
む
し
ろ
　
尺
椿
を
大
切

に
†
る
！
償
裳
「
・
レ
一
し
て
．
唄
張
・
、
て
い

『
身
元
調
査
』
を
考
え
る
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
権
薯
売
シ
リ
ー
ズ
⑦

継
継
」

ふおとにゆ一す

▲早く大さくなってね
　畠島1・∫III、∫rl学．↑1恰．1・E、～剖男蒋恰1く

1よ．II1∫III1｝卜化と角し襲の保護・」碧殖を　l

IrJに、塩レ↓「IIに］での肩げ「r14，〔脚［1しを

穴！しし引した
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ヒ　才旨　ふ　　と　沓　ん　は　論　　ク　‘允　　　ク）　：二　上反　初　　　涜こ　1辺　す　「［「1　虹　「肘　な　　ノJ

も重れ　かい全せたれ彼てよ口にこさご　間しとf　’
たを 噛こ書旨るD．1なってはすつさ允の乱りこにと　・ヒ問

明
」腫

j

かうし’狂
に高た11
な枝　　’
一’ ｳ11」日

た諭内ド11

ものに市
ノ）1匠1・住て

な発む最

ん覚悪ま
とし質し
いまなた

’の交’緒も違
ま喉信ハにさ　㍉
た／1しソさんて
’は合コせをも
なと　’うンずごこ　、

之国とてはんち
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　　飽和脂肪酸が多い。
　　　　　　　　　　　　　　　　1・　②魚や野菜が少ない。　　　　　　I

l③軟食…幅・な・・もよ・■

1　④母親の手のかからない科理です。　I

I…の蹴病予騨が増えて1
　います。歯並びや噛み合わせの悪い子　1

：どもも増えています。
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読書週問

田島征三絵本展

ヒ　き■1明29日こU目1帽

　　　［工、3、4日は休館日1

ところ■市・冠｛1酵館玄関A…『

主催■日向市立図書館
　　　　1容「勺線2431、

田島征三
（たしませいぞう）一画家

　19401日召村l15｝行『，　人：1坂哩＝

まれ。高知県で幼少年期を

過ごす。　　　　　　i
　多摩美西大学図案科掌．：

1969年から東京都ド西多摩：

郡日の出村で、農緋生‘舌を

続けながら絵本をつくって

いる。

滞、
献血‘δ心の贈06の
　　11月のスケジュール

7日木

1旧日

26日火

28日1木

山化成日向化学工場

美々津運動公園
（日向市消防団城力）

田　00～15　30

930～1500

樵ンーコムフェリー日向営壌所　　10　00～12　00

秋田木材機械13＝30～1600
（日向東ロータリークラブ協力）

日向保健所【成分献血】　1000～1500

日向市駅前　100r～1600
（日向ロータリークラブ協力）

9月中の交通事故〈日向市分〉　・、幾，、

完　生　τ　亡　負「葛暑1　物損．卜ll、隻

　13f牛　　　　O　　　　l4ノ＼　　　151f牛

「一7　ト　　　一｝　　．．　101　　1－14）

一止まって確認、無事故に挑戦＿
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3
．

　　「許しません
●
　　麻薬・覚醒剤等の撲滅にご協力を

　麻薬1ヘロイン・］カイン1ドL酎

剤・大麻などの汚　が・般市民やlf卵ト

旅flに出かけた若者の問F一し：り．、てい

ます、

　「宣い粉」は、健し｝ξな人の毛・」才を蝕

むばかりてなく．凶悪な犯罪を引き起
こし、卜F和な．市民生活を｛i皮填＿ます

　この恐ろしい「ド1い粉」は、評レん

ど外国から密輸されてい圭す．　．日い

粉．」を長滅するため、あなたの二協ノJ

をお願いします．

　「査LL．・尺学勿や不審な甜｝、　・｝C享見たら

聞いたら税関へ、

　圭τ各1よ、　辛出l／ゐ手見「契1支署〔容52　　27181

厘帥鱗

●シーコムフェ1」一の割引券あります

　日向市に住んでいるかたならだれで

も、シーーコムフェリーを利用されると

きに、亭4貢運賃力㌔㌧1」弓1さ才します

　利用ご希望のかたは、市企画1果〔倉
「罫線2216）に申。目してください．

●児童手当制度が変わります

　この度法山止が行われ、1r成411孔1

月から新しい制度が実施されます．

丈恰村象■1人目の児童から〔ただし、

　　　　．LF成3年1月2日以降に生

　　　　まれた児辛二限ります）

支給期間■3歳になる月まてただし、

　　　　2入目以降の児竜にはTi．過

　　　　措置があり、噛F成4年中は

　　　　5歳到達月まで、／弓成5年

税金はみんなのために
　［司や地ノ∫二二［11体1；、私たち1［眠か

曹う・て気団した暮らしができるように

いろいろな1舌動をfj，てい圭す
　手ウと金1．よ　、　　【【1ぺ，1也　ノ∫　iこ　！｝こlj．【f4ミァう　　1［㍉」け．｝．

るための大切なiけ諒てちり、私たちに

ヒ．ブ＝，共同社会を、財1するためのい

わみ会費てちるといえます
　．．悦を短る1周1昌1一は、1月民i　「に、電『

いかかわりを赫ンている脱について、

そノ）臼：可旺．みや使われ与なとを、広（［1［

民の皆さん」，こに【E「．く埋解していた

傷くたダ）に1と1ナられているもノ〕て．．す

ご存じですか

　消費税の一部が改正されました

　消費税の制度・り・部」／1川1日かノ、

己隻」Eさ　才し　圭　L　ノこ　　　｝三な己父、べ或1よ、　二，（ノ）　と

おりr、す

1．非課悦規定、2改dさ2L、　lllたに第

　野州ニセ吝1L副卜之，お魂費堀、埋葬

　料・火葬村、身体障害折用物品、べ
　・’γ：金、　　教弔＝トF聖｝、　　fi三’己ノ，　1苛　1＿　r・i．；r　＼」一，ノ「

　非。裂視になり謁した．

2．簡易rl叡税制度のlr皇用L限額がこれ

　まてノ）51意lllから4「円になるとと

　　　　中は4「＆到達月まで．｝「当が

　　　　　支乳1さ才します1

支暫㌃金客土■毒鳶1∫．：5丁LlI」，第2∫・：5

　　　　　f．円1備3」「・以降：1ノ」’i［J

平成4年1月分からの手当を受けるた

めには、事前に品定請求をする必要が

ありますのて、市では受給対象と思わ

れる世帯に案内を郵送します，

くわしくは、市福祉事務所児童母f係．

1容内線2163・2164）へ

●最低賃金を改正

　10月12日力・ら、　し㌧もク）蛙之「1㌃1τて｝≧、2　「li

客〔13．923｝q」　　「11芋「1行客〔〔4～｝1｝Il＿　：二己父ダ）ド♪

れ圭した

　最低賃金は、次の某日を除くすべて

の事業を宮む使用者とそこで．働く労働

者：二遥げ目されます。

ユ’目製品・乳製品撃呈造業　二製糸喜，

彷績業　．3巳気機械器具製」旦業　1．各

種商品小売東　⑤自重かi〔小縄掌

　一L記業種には、それそ赴の産才：別最

1氏賃金力ご遥1用さノします．

　くわしくは延「祠ツナ1動，長1．～桂；ll｝r署1盈

0982．．34一一3331｝へ．

　圭た、最低負1ヘテレホンサーヒス倉
j985－23一．4811　　も　ご看IPI1く　ださし・．

ll月1ケ日17日／税を知る週間

　もに、こ2ぽて」II，1しイ．者9〔1％、そ∫｝

　他の’1冒、者即％力2［く：分てち．．たみ

　なし仕痴辛　」［L，1しえ9〔】％，’1・調乳8〔1

　％，製＿≠う7｛｝％、そノ）他ノ．｝事曜、｛／l〕

　クゥノ｝4rくつ｝」：二なりました

3．限1’ド控1；斜1渡力「呂i用ヒ限61しノ『れ

　ま『ごノ」6「．1∫1リカ・ら5f．ノ∫1正】1二なり

　圭した

4．直前の「｝椀韻ン㌦）rf万111を超える

　ナ易で｝に；ま、叫rl制噌1；㌣［［i1数力・こ才しまゴニ．

　のギ11［［11から年3【ulとなり、それぞ

　れ前1「専、旨旨脳1の「1押韻ゐ4分る1を

　辛内f寸するこヒになりまし．た

　　なお、これら力改．【E．L、につき圭㌧て

；よ、1…斤．「妥∫〕希li愚才許1i’1　　し：ナ勘㌧4L「．＝し・圭

す．くわしくは、延同税務署「容〔｝982

．一 R2．．33〔IPにお尋ねください

　国税に関するご意見・ご要望は

　「国税モニターJへ

　延岡税務署てよ、塩見の．奈須frl日1｛さ

んに匡1税モニターを委嘱しています

　視に陛1する．こご見・．ご要望㌔、2．ちり

ましたら、お工事　にモニターまで．ご1

畜ください＝〔君53－9296：〕

●狂犬病予防注射を実施しまず

　たのぐ菱∫貞、ilりζ病予防、L穿重は「IIりこ

耳丙丑「；ノノ法」　とし・うfノξf｝ヒ：こより、　「卜1［口1

実施することか義務づけられています．

　市は、本年度2回目の狂た病一二‘i．

射を次の日手で行いますので．、必．オ之

けてください

　なお、4£’1渡ドF成3三目1｝以降1

で到録・i射の酒んだ丸、生後3ヵ月未

‘両、妊孜辰li1の人ごを除きます．

　問い含わせは、rli健L｝、管理，、暴1容内

線21581，2・［lr「・J保健1ill．1麿52．510Pへ

・嚥1騨鷺．

●灯台が公園になります

　日1司山甲山1貞にある1川島IJ台は，li［’｛和

1‘5ξ1こll　jl〔）［1FI．隻　ト1エス汗乏／計「「　ずご一〔〕トL佳孟　f「　を

里え圭す

　これを、1己念して、f見rl：㌧1司・、　台ノ珂ヒ

トH自：しや構内の公［曇1化し戯が進められ

ており蒐来る11目1日からは観光，」台

ヒして．般に解投ずるこヒにしてい芸
．1一　なお、1日は71「｝1∫ll日士30つ》から’「

　麦41「ナ圭て．、　．、1ボrク〉与也11之も、許｝ゴ）．等土r＝的￥

世L圭す．

●パートタイム労働旬間
　　　　　　　1揖1日～10日

　期間中、次の行」1』が仕わ才します

【パートタイマーダイアル相談】

ヒ　　 き■11月1日　　 9：00－19：｛）〔〕

・二をf・」『㌔ピ「1舌■　〔〔｝985）　25－5531

【パートタイマー1日相談所開催】

と　　き■ll月811　　10：00～19：【，0

と　ころ■λ，屋日向店

　へ一トタイムで．働いているかた、パ

ートタイマーをllI． @ているかた、午か

らパートタイムて1動こうと思・．．，ている

かたなビのパートタイム労働に関する
村11、八をオ∫・受：十L圭ゴ紅

【パートタイム雇用・労働管理セミナー】

と　　き■1瑚9［1　　13：〔［〔ト1〔3：0〔）

と　ころ■みやざき会館
「勺　　容■講1し1〔、II蛯il月なビ

　参1川申Lムみ、問い合わせば宮「・」II｝婦

人少手室1：D985）25－5531へ、

　●国際公衆電話を設置しました

　N「rT日ドrj営裏口．は．1自：接舛・1日にカ「

けられるDi「：祭公衆1巳1，舌を市i勺4カ｝i斤に

ll」〔治しましノ’　ロ虻；置ナ易両1．は二欠のと才∫り

　＋田島．L業港「勺センコー．一工輸㈱前

　日向市駅前

　南B本くみあい飼料横

　NTT日1「ll’営裏所前

●あっせんします
　　　　　1992年版県民手帳

　巾帆ロト協会は、1992年用の県民ヂr帳

を．あ・．ンせんしています．

　f巾匿Gよ、人：聖｛　〔14．5×8．8τ　｝　ヒノj・9～1｛

〔12．9×8．4：ゴ）　ずコ』色：．ま．7“7レー一、　1「翫千各1ま

いすれも4｛〕0円．丸f∫はll月【＝iりの．1；定

で．す．

　申し込．み・問い合わせ1ま、同協会雰

務局1：市企画諌「豊内線2213、2214｝へ

曙勲記蝦薯，す
　商椌‘去の改【Eにより、．11城4年4月

1日からサーーピ．スマーク　1役務に係る

商仲1∂ζ球で．きるζうになり圭す

くわし〈は旨社百司Il11協≦き宮崎県．芝部

「君0985－51一〔459｝　ズ．＼

広報tゆうが

もよおし
　　　　　　　　　　7
　　市制40周年記念　第1回
　●
　　日向岬シーライン鰹康マラソン大会

と　　き■12［18Ui日1　　rnノてゼ爬イf

ヒ　こ　ろ■日lrl到11甲ク．．リーーンな一ク

参り口資格■18成以1プ．｝健1｝なかた■γ：

　　　　生を除く〕
ノ＜≦ミ千r【1■1〔＞km：］一ス，　5　kmコ．・ス

　　　　いすれも　・般男女、「卜代別

申込ノ∫法■参1川杵3，〔．脚円を、現斜｝隔71

　　　　えは定Ill円・ノ｝h、1．’で．ド記に

　　　　送るか持参する
　　　　日向市ノ（字日工1うミ3380－62

　　　　日向地区ローークリ．・’｝呈務局

　　　　内「日「rll「1岬シ．．ライン健！｝ξ

　　　　マラソン大会」係

　　　　　　　　　〔容52一一3332）

申込期日■11月8日まて

※　／ヨギンク愛好．者のみなさん、．ぜ

　ひ全戸ご参加ください，

フゲツシツクiジ老ン虎1一

　　　’91．11．10

レ℃1川封　Ll脚円

レ参1川「1由1：中’∫「｝以

　卜．は保II蔓哲同ID

レ〆，＋．チマ、9f
　なヒ「12111；門

レ　 検　
t
l
l
　
E
f
　
r　「…
5
］
　 「　よ　　「f　＝　 1妾　　3　　 トr＿｝

　カ・ド．、611rまで．

日向市一円

　　　　　　　　　　　　し
レ検H場萌は1みなと丸〔X…々1め2：
　葺く’イ、ヌし．　．P　I拓6　1　i　rl毫耳占メし：．畑lr椅〕　丁セ諒

　丸丁臨げ1一．．ノ）各船ギ1場　地磯、船

iJリは最寄り力検｝匡1：場μll

　陳寵●（マダイ〕賄て》たら■齎し蓼しょう即

・転《ゼ
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青
年
団
主
催

　
七
五
．
．
や
お
正
月
、
成
人
式
の
日

や
率
業
式
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
季
轡
即

は
、
晴
れ
着
を
着
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。

　
「
折
り
目
正
し
く
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
き
ち
ん
と
正
し
く

た
た
ん
で
収
納
し
て
い
た
着
物
の
折

り
じ
わ
は
、
当
然
あ
る
の
が
当
た
り

前
で
、
気
に
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
気

に
な
る
よ
う
な
ら
、
必
ず

当
て
布
を
し
、
折
り
じ
わ
が
消
え
な

い
程
度
に
、
ア
イ
ロ
ン
で
軽
く
押
さ

え
る
よ
う
に
し
ま
す
．

　
着
物
を
着
た
後
の
手
入
れ
で
大
切

な
の
は
、
脱
い
だ
ら
す
ぐ
に
手
入
れ

を
す
る
こ
と
。
撹
ぐ
と
き
も
ホ
コ
リ

が
つ
か
な
い
よ
う
に
．
畳
に
衣
装
紙

を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
脱
い
だ
着
物

を
お
く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
．
．
．
ま
た
、

　
　
す
ぐ
に
は
た
た
ん
で
し
ま
わ
ず
、
和

　
　
服
用
の
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
、
…
．
十
～

　
　
．
．
　
卜
分
団
、
風
通
し
の
よ
い
場
所
に

轟
隙
畢
獅
転

つ
る
し
ま
す
。

　
こ
の
と
き
、
す
そ
、
え
り
、
そ
で

口
な
ど
、
汚
れ
や
す
い
と
こ
ろ
を
点

検
し
ま
す
．
汚
れ
を
見
つ
け
た
ら
、

ベ
ン
ジ
ン
を
含
ま
せ
た
真
綿
で
、
ま

わ
り
を
ぼ
か
し
な
が
ら
軽
く
た
た
く

よ
う
に
し
て
落
と
し
ま
す
．
、

　
ホ
コ
リ
取
り
に
は
．
ふ
つ
う
の
ブ

ラ
シ
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
．
．
生

　
こ
の
と
き
、
必
ず
横
に
ふ
い
て
く

だ
さ
い
．
縦
に
ふ
く
と
ホ
コ
リ
が
と

れ
に
く
い
ば
か
り
か
、
生
地
を
傷
め

　
　
隔
　
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
着
物
に
欠
か
せ
な
い
帯

　
　
　
　
は
、
タ
ン
ス
な
ど
に
し
ま

う
と
き
、
重
ね
る
と
折
り
目
が
つ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
折
り
目
に
当
た

る
所
に
、
タ
オ
ル
を
巻
い
て
挟
む
と

折
り
目
が
つ
き
ま
せ
ん
．
．

　
乾
燥
剤
や
殺
虫
剤
が
、
直
接
着
物

に
触
れ
る
と
変
色
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
和
紙
に
包
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ

鵜
9．

地
を
傷
め
て
し
ま
い
ま
す
。
ビ
ロ
ー

ド
の
小
袋
を
作
り
、
そ
の
な
か
に
ナ

イ
ロ
ン
・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
細
か
く

切
っ
て
入
れ
、
ホ
コ
リ
を
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

低
大
会
．
大
声
大
会
■
と
き
／
1
1
月
2
4
日
・
と
こ
ろ
／
日
向
岬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

郷
土
芸
能
発
表
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人口と世帯　・III・l　i臆劉1．ヒ

田二帯　数　　19．：粥1～世帯

、

ー
ノ

女

［1　　58．19い　ノ＼

2ア．27け　’＼

：当為．！［2P　ノ＼

　納税メモ（11月）

・k利地｝ll並視　　　　21サ！

国民健㌧｝｛保「眉・；と　　　　511肛

B

19

i

15．

歯科匿回金たより
　　3歳を過ぎると、お母さんの，ら酉己’拝＝

のっにむし歯があります、また、指

やハンカチしゃぶりなどの悪い癖もあ

　ります。長期間指しゃぶりなどが続く

　と」．二あ二の前歯が反りあがり、いわゆ1

　る出っ歯になったり、指の形の隙間が

できることがあります．見てすぐわか

　るくらいの大きな隙間ですので、でき

　るだけやめさせたほうがいいでしょう．

　3歳児になると乳歯は生えそろって：
1いますので・気をつけたいのが歯並び

．の異常のことです。まず目につくのが、

すきっ歯の千です。真ん中が2－3．．「

以上すいていたら、よけいな歯が骨の

中にもぐっているとか、歯ぐきの一一部…

が異常に発達しているなどが原因とし；

て考えられます。その他、うけUの．f

　どももいます。どちらにしても今すぐ

1は治療できないのですが、この時期に．

歯ごたえ．噛みこたえのある食物を食

べさせ、あごを少しでも大きくするき

…とに努めたいものです。

…機会あ・ご・に・艸を見・くだ削

い。　・番ポピュラーなむし歯を見つけ；

…るのも、口の中をのぞいて見ないこと．

輪鴇雛繕鈍し撫…
もあまり訴えません．しかし、痛くな1

いときに治療することが大切なのです。

．一．．．一
@　　　　．一一一」7

●乳幼児の健康診査

　　3か月児
　［1　閏、　…■111」8日、221il：3：1　（3～．14：〔旧

場　所．■日向幽幽lll．　容52　5111い

　妃ナ　弩ミ■」｝ζfノ窯31r　8】1／こ圭2L

　　7か月児
　日　時■11目15日　　13：〔〕｛卜1．韮：｛M〕

」．

ﾕ　　「｝斤■日「1「rl「呆r争上F↑斤．　．容52　．51け1

　ヒ．・1．　弩匙■幽Fl」黛3「ド．具目7L圭ノL

　　1歳児
　11　時■ll弓14日　　13：〔1〔1司．1：〔1〔｝

ナ易　　叫1．●11∫彰きr｝i晶｝止り　　．容52　．．2572

　虻・i．染■噛r成2’目〔｝1］犀卜銅L

　　1歳6か月児

　日　時■n月19日越　B：〔1｛卜14：一

士号　　1「斤■df吊念r歪rl㌧1卜「　：∫　　智52　　25721

　t・1．象層』「成2午．口｝「L膨れ

　　3歳半

　日　日与■ll月11i　　l3：〔Ml～14：｛1け

場　・i斤■日rr・1保健Fi庁　．麿5251けレ

　匙・1．象■昭和ll～3「｝LI（明生まれ

　※時間はいずれも・．墨付ノ．｝ILy問で．す

　　母1「．健康狗帳も忘れ．鱈二

　rlゴ健康管理センター．建設1事に伴い、

　1歳児健し｝ξ柑、淡、1歳6カ月知日．｝‘診

在蒐．1；防接種「集卜11接手・陀煽ゴ総で梓ll抽［1

．センタ．．に、　3兀茂り己健時亀f㌃窪は［ll司r埴

健rF斤：二’．メ三ケ色ナ易ri斤を変吏してL・圭．．5－　1菖1

いr｝わせはrlゴ健康管F艮，illl．智内線21561

へ　なお、市総合福祉センクーノ）場所．

はド図力ところで．す

蜜劃箋］L
．龍 @　　臓　　国道327号線

≡ヨ璽並

轟

広報’浮艫ﾂ〔が

　　　　　　親子映写会
　．。，蔭　　①誌面大作戦「地球SOS！、

　．　”　　　　〔アニメーション・2ア分）

　　　　　②6父δんの宝島
　　　　　　（劇映画・41分）

主催■市中央公民館・日向入郷ライブラリー

と　き■11月20日（水）　19：00～

ところ■市中央公民館（視聴覚室）

●11月の休日在宅医

3　日■　 己ケリ己臣ミ1ろ乞　i流：1茎ll＝三レト千／・♂●52　　55

　　．571　1契llil冗1ろヒ　L昨1を岨｝尺f1．♂じ53　．

　　　7788．　　f公1／1可1冤「りヒ　．1勺ト「i．♂●52．．．

　　　541】7．　沼川冗1；完．1芝・泌尿器

　　　Fl．’52．．37851

4日■浦f＝医院．内・㌢ト・胃1粥ボ　・♂じ52

　　　29315）　　　［［1［1［，ミ1：｝ヒ　　⊥」．亭1㌦　・　il閃1塚丈

　　　f1．♂じ52－22〔；31　蜘1い丙E：完．精

　　　神・「勺科．♂じ54　68〔ll：I

l〔1日■．Ej∫、イく1匠1；完　 ・1勺Fト♂D52　．．6｛｝55：1

　　　稲ll；〔眼千1・1’52　22け9i　II匪

　　　医院；1・児科．’53－60662ノく．ド

　　　　　　　　．．　…．置

　　　交通事故巡回柑談

と　き■11月21日〔湘　10：30～14：30

ところ■市中央公民館

　　　Pd；）ヒII勺・党㌔零II：3ケト弔1・♂●52－33：371

1711■1｝i．嬰」ケミF完　．㌻ト舌1．♂●53－5〔〕〔KP

　　　児1こ医院1小児F／’52　253晒

　　　安rl＝1三［庭［：完　1「勺千千♂b53　　．i7881

23［1■和田病「；｝ヒ．内・外・旗・脳1外Fl．

　　　’52一｛［〔月1：I　　f4｛1正曇［，ミiろヒ　1「勺　・

　　　ノトリ己FI・♂●52－3324｝

24日■　ら目乏4丙F冗二1．「勺・ケト唇千♂●58一〔》【＞341

　　　’下給黎医院「内科’54　24591

　　　芋尾医院西ト・産をi1｝ノ＼卜1・’63．

　　　14．↓7｝

※当番医か．かわる場合があります

　テレホンサ．・ヒ．ス1含53－12141

　で』確認をリ

■愛のご寄付（敬称略）

社会福祉協議会へ（香興返し911～9御日分）

二〉∫，∴イ｛ノ、・ソ　IF・　：弟1．｝τ二3　＞舜」ら〔川與：り」2　；

〉中村キズゴ．1：宮lhl：正市｝＞lll斐勲準

脇西1＞河野道代1：長江1＞才1＝1随代

：切1：・〉輻谷貞蜘rを覗橋趣圧〉鮫島

純冶1比良：1＞郡Ill陽：新町1＞岩1町奇

勝廣〔鶴田D＞黒木1自：「卜1庄狗〉稲

川稔：：永1口〉河埜11仁代：別r向＝1＞佐

1藻ミエIF・〔中仲〉黒イ＜圭さ：亀崎中1

＞甲斐サメ3切い：〉坂ll・レ｝∫．1大E
谷1　＞宅d学な少∫’．：lll；If艮1＞百山1：∫ソヨ　Ir巳

崎中｝

今月の表紙

　　経済に県境

はない　空も海

も大地も　・つ」

一・・ ﾉ果中から

多極分散へ　み

んなのねがい豪
1し州自動中道」

をスローーガ．ンに、m月19日、日豊経済圏

交流大会、東1し州自動屯道建設促進総
湯と・起．ノく≦き、牛勿膚≧展カボ隣」カ・ノしました

　　ピリオド　＜§
　　1　1　1rl」　」「∫ ：ま　i［♂｛ 季［12〔5珂先　、　　 を；1　｝「占 田」． @と　 そ｝弱ち　午士

　ヵrr計f汗してしllしi勾〔～番目ク）r1∫ヒして誕桂こ

　以来、今年で．．1〔〕周年を迎えました．

　そこて．、争月り’て．は、8人のかたが

　たに日「句ri∫についてお副号しをうかが．．．．

　てみました．紙面の都合て．．内容を全

　部紹介するこヒができませんが．、共通

　して言えるの1ま．．みなさん．ニク）まちか

　とても好きだということです

　広報は、我がまちを好きになるこヒ
　から…　　私も、田II」市が大好きで．．事．

　　　　　　　　　　　　　　N
L．　　　　　　　．一　．．．
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